
　宇
土
市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
で
は
、

化
石
の
レ
プ
リ
カ
づ
く
り
体
験
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

　熊
本
地
学
会
会
員
の
指
導
の
も
と
、
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
や
、
肉
食
恐
竜
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ

ル
ス
の
歯
の
化
石
の
レ
プ
リ
カ
を
作
成
し

ま
し
た
。
ま
た
、
約
１
億
年
前
の
岩
石
か
ら

貝
化
石
を
取
り
出
す
体
験
も
し
ま
し
た
。

　参
加
し
た
18
名
の
児
童
や
保
護
者
は
、

時
間
も
忘
れ
熱
心
に
取
り
組
み
、
完
成
し

た
レ
プ
リ
カ
や
、
本
物
の
貝
化
石
を
お
土

産
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
会
場
に
展
示
さ
れ
た
県
内
や
海

外
で
産
出
し
た
数
多
く
の
化
石
を
手
に
と

る
こ
と
が
で
き
、
太
古
の
生
物
が
生
息
し

て
い
た
頃
の
地
球
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る

有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

◆
宇
土
市
子
連

化
石
の
レ
プ
リ
カ
づ
く
り
体
験

◆
玉
名
市
子
連

◆
合
志
市
子
連

◆
氷
川
町
子
連

　令
和
６
年
９
月
23
日

　育
成
者
、
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
対

象
に
指
導
者
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　当
日
の
参
加
者
は
14
名
で
、
有
明
消
防

本
部
に
お
い
て
、
防
災
館
の
見
学
及
び
救

命
講
習
を
行
い
、
消
火
訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
っ
た
救
命
訓
練
を
体
験
し
ま
し
た

　こ
の
研
修
会
は
３
年
間
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
K
Y
T
に
お
け
る
危
険

予
知
、
安
全
点
検
と
い
ざ
と
い
う
時
の
救

護
を
兼
ね
て
い
る
も
の
で
す
。

　午
後
は
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　　令
和
6
年
10
月
26
日
（
土
）、
合
志
市
ひ

ま
わ
り
公
園
で
「
子
ど
も
と
う
ろ
う
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も

会
に
所
属
す
る
子
ど
も
た
ち
が
制
作
し
た

約
5
0
0
個
の
三
角
灯
篭
が
、
大
き
な
ひ

ま
わ
り
の
形
に
並
べ
ら
れ
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
の
合
図
に
よ
る
点
灯
式
で
綺
麗
に
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
子
ど
も
会
員
の
小
学
生
や
ご

家
族
な
ど
約
6
0
0
名
以
上
が
参
加
し
、

個
性
豊
か
な
灯
篭
を
眺
め
歩
き
な
が
ら
、

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
シ
ョ
ー
や
、
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
、
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
で
の

ゲ
ー
ム
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
、
最
後

ま
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　氷
川
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
で

は
、
今
年
も
12
月
14
日
に
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
づ
く
り
を
行
い
、
約
１
０
０
名
の

子
ど
も
た
ち
が
ケ
ー
キ
づ
く
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
昨
年
度
、
お
手
伝
い
し
て
く
れ

た
八
代
農
業
高
校
卒
業
生
の
パ
テ
シ
ェ
の

卵
４
名
が
、
自
ら
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た

お
か
げ
で
、
お
店
に
な
ら
ん
で
い
る
よ
う

な
素
敵
な
ケ
ー
キ
を
そ
れ
ぞ
れ
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。「
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る

の
が
楽
し
み
」と
皆
大
満
足
の
笑
顔
で
、
大

事
に
大
事
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
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熊本県子連安全啓発

初級ファシリテーター養成講習会を開催
（菊池市泗水公民館にて）

　令和７年１月25日（土）、全子連中級指導者の鏡純子さん、古津理恵さんのお二人を講師にお迎えし、「全子連
初級講習会テキストを活用し、講義、演習、グループ学習などの形態でじっくり学ぶことができました。
　受講者（14名）には修了証が渡されました。

　安全共済は、被共済者が共済期間中に子ども会活動中に被った傷
害又は疾病について、共済約款の規定に従い共済金をお支払するも
のです。
　熊本県子ども会の年会費には共済金の他に賠償責任保険料が含ま
れています。
　活動中に会員本人が負ったケガや病気の他に、誤って第三者にケ
ガを負わせてしまったり、物を壊したりした時も補償を受けること
ができます。
　事故防止のため、定期的に、そして事業開始前から事業実施中に
もKYT（危険予知トレーニング）と、事前の会場下見による安全・
安心を確保しましょう。

午前
・開講式
・グループ学習
 「安全啓発と安全」

午後
・演習
　　子ども会KYT４ステップ
・講義
 「産業界の安全対策」
 「5分間KYT」等
・閉講式
　※修了証授与

プログラム

安全共済会について

〔講師の古津さん、鏡さん〕
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